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地域における高齢者の健康的な日常生活を阻害する
要因の解明とその対策に関する研究
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対象地域の満65歳以上の在宅者の名簿(1990--1992年の 3隼聞の該当者;1. 4 


















































































ADL1. 17-19. 22-2~) ，⑩食事の仕度から図交通機関を使用した外出までの

























男 女 計 男 女 計
n (人) 554 844 1398 511 778 1289 
% 92.2 92.2 92.2 100 100 100 
65---69才 91: 6 90.8 91. 2 36.4 31.9 33.7 
70---74才 95.9 92.7 94.0 27.2 26.2 26.6 
75---79才 88.7 95.0 92.4 20.0 19. 7 19.8 
80---84才 92. 2 93. 7 93. 1 11.5 13.4 1~ 6 










全体叫 男 性b) 女 性b】
65...69 70...79 80 . 計 65...69 70...79 80 . 針
(n) (1289) (186) (240) ( 84) (511) (186) (240) ( 84) (511) 
世帯織成 00
独 居 5.4 2.2 2.1 4.8 3.6 10.4 6.4 
夫婦のみ 14.7事 24.7 26.3 7. 1 22.5 17. 7 7.6 1.7 9.5 
同 居 79.9 73.1 71.7 88.4 75.0 78.6 82. 1 91.9 83.2 
有配偶者率(対) 59.8*章 92.5 88.4 67.9 86.5寧 67.7 40.9 8.7 42.3寧章
霊撞率 o 66.5 57.0 69.3 71.4 65.2* 65.3 69.4 86.5 67.4 
《受療中の主な疾患》
循環器系 45. n章 37.1 41.7 41.7 39.7 50.4 51.3 45.1 49.6 
(再掲)心裏患 5.4 4.8 7.5 2.4 5.7 4.4 5.6 5.8 5.3 
(再掲)脳血管 2.8 2.7 4.6 6.0 4. 1 2.0 1.7 2.3 1.9 
(再掲〉高血圧 40.8牢寧 31.2 35.0 35.7 3. 7 47.6 46.8 39.9 45.5 
筋・骨格系 8.4 7.0 5.8 10.7 7.1 7.7 10.1 9.8 9.3 
消化器系 8. 1 9.7 8.8 6.0 8.6 6.5 10.4 4.0 7.7 
神経・感覚器系 6.6 5.4 6.3 6.0 5.9 4.4 9.0 6.9 7.1 
呼吸器系 2.9事章 3.8 6.7 5.9 5.5 1.2 0.8 2.3 1.3 
泌尿・生殖器系 2.4孝章 4.3 4.6 5.9 4. 7 1.6 0.3 1.2 0.9 
健康意識仰)
(非常に+まあ)健康 58.9 59. 7 54.2 72.3* 59.1 58.5 59.6 57.8 58.8 
不健康 21.8 20.4 27.9 15.7 23.2 14.1 23.6 24.9 20.S 
3生ru益自の
転倒程腫者(，n 14. 1 9.1 15.2 19.5 13.1* 11.7 12.1 22.9 14.3** 
飲酒状況(的
毎日飲酒者 19. 1意事 43.S 36.0 41. ; 39. 7 4.8 6.8 3.6 5.5 
(週 1回以上 29.0毒事 59. 7 50.6 50.0 53.8 15.7 13.0 7.1 12.6) 
欽酒者 42. 7章事 69.4 63.6 56.0 64.4 31.5 29. 1 22.6 28.4 
禁酒者 8.3寧 15.6 16.3 25.0 17.5 2: 8 2.8 0.6 2.3 
喫煙車仰)
喫煙者 21.8*章 48.9 44.5 35.4 44.肘 8.2 7.1 4.2 6.8 
禁煙者 18.5意書 41.8 40.3 39.0 40. 1 3.3 3.1 6.0 3.8 
. ~........・ーーーー-..-..ーーーーーーーーーーー ・ー・・ーー・ー-----ーーーーーーー・ー..ーー・・・・・・・・ー・......-------------ーーーー司・ーー・司・ー・・・ーー・ーー・ーーーーーーー・ーー ・ーー
《平均値》
長谷川式スコア 27. 1*章 30.0 28.8 27.1 28.9 29.4 27.4 22. 1 26.9 
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曲・制血 85・制上働・個瞳 70.74・ 75・78.
年 M 
図 4 年齢と手段的ADLの項目別自立者割合の関係
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1) (緑黄色}野菜 ①毎食 ③毎日 ③週 1回以上 @ほとんど食べない
2)魚 頬 ①毎食 ②毎日 @週 1回以上 ③ほとんど食べない
3) 肉 頬 @毎食 ②毎日 @週 1回以上 @ほとんど食べない
4)卵 ①毎食 ②毎日 ⑨週 1回以上 @ほとんど食べない
5)豆 類 ①毎食 ②毎日 ③週 1回以上 @ほとんど食べない
6)牛乳、乳製品 ①毎食 ②毎日 ③沼 l回以上 @ほとんど食べない
7)果物 ①毎食 ②毎日 ③週 1回以上 @ほとんど食べない
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問 12 A 
ADL 
Q14 
問13 新聞または本を読むことができますか{眼鏡使用可) ? Q13 
(1.できる 2.固鍵あり 3.できない}
問14 人と話すとき、相手の声が周き取れますか? (調査者が観察)" (1. 2; 3.) 
Q15 
同15 人と会話がでさますか? (調査者が観察) (1. 2. 3. ) 
Q1& 
問 16 -人で食事ができますか? ( 1.できる Z.手助けが必要 3.できな“}
Q18 
問1B 必要にせまられれば.一人で食事の支度ができますか? ( 1. Z. 3.) 
問 19 一人で着替えができますか? (1. 2. 3.) 
Q19 
問20 一人でお風呂に入れますか? (1.2.3.) 
Q2D 
問22 一人で周{排摺}が足せますか? (1. 2. 3. ) 
Q22 
問25 お小水{しつこ)のことについてお聞きします.次のようなことはありますか?
25・1.知らず知らずのうちに出てしまっている (1.はい 2.いいえ 3.不明}
25-2.笑ったり.咳ゃくし守みをして.お腹にカが入ったとき ( 1. 2. 3.) 
25・3.トイレに行きたくなると.我慢ができず漏らしてしまう (1. 2. 3.) 
25-4.トイレに行っても出きらず.その後に知らず知らず出てしまう(1.Z. 3.) 1-1 
25・5.その他 (1. Z. 3.) Q25・6I I 
25サ. (調査者が判断して}尿失禁U: (1.あり 2.なし 3.不明)
一人で電話を使う事ができますか? (1.できる 2.手助けが必屡 3.できない) Q27 I I 
一人で家.または訴厘の聾理・蔓領ができ玄すか? (調査者の判断可) Q28 I I 









問31 ー人で表を出歩くことができますか? (伎や老人車の使用可) (1. Z. 3. ) 
Q31 
問32 一人で買物ができますか?
、 ? ? ?
• 
? ?
• ? ?• ••. ?
問33 一人で電車やパス.タクシーなどを使って.外出する ζ とができますか?
(1. 2. 3. ) Q33 
-25 -
¥ 
E、耳凪.EE調盟友E:] 廠薫{降圧剤)の有無 (1.有 2.無}
PULS 
1.腺伯 回/分 2.不整脈 1.あり
血 3. (触診} 6.結 代 国/分
-・Hg
4.5. (聴診} SBP/DBP 7.体 位 1.鹿位 2.臥位
E 
乙 ~lHg 8.部 位 1.右 Z.左
{メモ}測定時刻; : (AI. PM) 天 候; (1. れ 2.曇り 3.雨

































疾 患 名 A 網 B 欄
前 回]今回 前 回 i今回
1 感染症及び寄生虫症 . . . . . 
2 思住 新 生 物 . ' ‘ : . . 
3 内分泌.栄美及び代謝疾患並びに免疫障害 . . . ' . . . . 
4 血液及び造血器の疾患 . . . . . . . 
5 積 神 陣 容 . . . ‘ 
E 神経系及び感覚器の疾患
. . . . ' . . 
7 循環器の疾患 . . . . . 
' . . 
{再掲)A 心疾患 . ' : . . 
B 脳血管疾患 . . . . . . 
C 高血圧
. . . . . . . ， a a 
D その他の循環器疾患 . . . . . 
8 呼吸器の疾患 . : : : 
S 消化系の疾患
. . . . . . . . ' 
10 泌尿・生殖系の疾患 . . .: . . 
12 皮膚及び皮下組織の疾患 . . : . .
13 館骨箱系及び結合組組の疾患
. . . . 
(再錫)A リウマチ ' . . . ' : . . 
B その他の疾患 . . . . . . 
16 症吠，徴候及び診断名不明暗の状鼠 . . . . . 
17 損傷及び中毒 . . . . . . 








巴1.移動{歩行困..外出できない.すぐに立ち上がれない}2.衣服の着替え 3.入 浴 4.食事の制限
5.睡 眠 6.見ること 7.聞くこと
8.役 割{仕事や家事，畑仕事) 9.寝たきり
10.その他
問40 恥前回調仰に}いこと山ますか? (1ある 2ない州側口
40・1. (ある人に)どこで転び(つまづき}ましたか? (何回かある人は.
一番ひどい転び方をしたところを一つ)
1.階段 2.風呂場 3.トイレ 4.敷居・玄関 5.廊下
_1口
6.田畑 7.路上 8.不明 9.その他
{転倒つづきあり}




































No 続 柄 現在の職業 な人にO印 している人

































(1.よく話す 2.時々 3.あまり話さない 4.殆ど話さない 5.不明}
4 6 家族に対して，何か不満はありますか? (リスト) (1.ある 2.ない 3.不明) Q46 
52 i良隆内で.あなたに佳されている役割はありますか? (リスト) ( 1. 2. 3. ) Q52 
(ある人に)
52-1.主な役割はどのようなことですか? (一つ}
1.孫の世話 2.家事 3.農作業 4.庭仕事














































問63 r生きがいJや「生活のはり J、 『いきいきと生きているな』と感じるときが i"'"i 
ありますか? Q63 I I 
(1.ある 2.ない 3.不明) r一←-1
63・1. ( jbる人に}それは. どんなときですか? Q63_1 I I I 
問64 現在.あなたは不安や悩みをおもちですか? (リスト} Q&4 I I 
(1.ある 2.ない 3.不明) r-ームー~
64・1. {ある人に)それは.どんなときですか? Q64_1 I I I 





1.満 足 2.まあ満足 3.どちらでもない
4.やや不満 5.不満 6.不明 Q65口
長時間に及ぶ調室にど笛カいただき，変〉りカーEとうこプさ'、，、まし穴ヱ.
_ 30 _ 
